小学生の保護者様へ
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〈学力を伸ばすための鉄則5か条〉
―勉強の下地を作り中学に入って成績を伸ばすにはー
あなたのお子様は
1日に何時間

テレビ・動画・ゲームを
みていますか？

□ 1日2時間以上

□ 1日1時間～2時間

□ 1日1時間以内

個別進学塾アライン大網校
TEL:０４７5－73－6161
jimu@learningcenter.jp

《この冊子は以下の文献をもとに編集しています》

学力の新しいルール（陰山英男）／文芸春秋社、本を読む子は必ず伸びる（樋口裕一）／すばる舎、
ドラゴン桜（三田紀房）／講談社、実践母親塾・言葉の力は家庭で伸ばす（斉藤孝）／旺文社

【基本的な習慣を見直す】
鉄則その１．“テレビ（テレビゲーム）小学校”に通わせてはいけない。
①毎日2時間テレビを見ると年間で７３０時間になります。
　これは小学校6年生の1年間の授業時間よりも多い時間数です。
　瑞穂小学校や大網小学校に通わせていると同時に「日本テレビ小学校」や「YouTube小学校」に通わせていることになります。担任の田中先生や佐藤先生以上に、テレビ番組の中の「タレント先生」や「ユーチューバー先生」から教わっている時間のほうが長いのです。　　　　
[image: image2.wmf]　
②国際数学・理科調査教育動向調査（TIMSS２００３）によると、
日本の中学校2年生は1日平均2.7時間テレビやビデオをみています。
これは世界の国々の中で、ダントツに多い数字です。

お父さんやお母さんの言うことはきかなくても、テレビの言うことなら聞く（家族よりもテレビに影響を受けている）のも頷けます。
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[image: image4.wmf]鉄則その２．小さな習慣をないがしろにしてはいけない。
①データで実証さている「早寝・早起き・朝ごはん」の効果。
広島県の小学校５年生対象の学力定着度基礎基本調査による国語・算数の平均点と睡眠時間
	睡眠時間
	４時間
	５時間
	６時間
	７時間
	８時間
	９時間
	以上

	国語
	53.1
	64.7
	68.2
	73.6
	74.1
	73.5
	66.5

	算数
	56.7
	69.1
	72.3
	77.8
	77.8
	77.1
	69.9


文部科学省データによる朝食と英語の得点の関係
	朝食
	必ずとる
	たいていとる
	とらないことが多い
	全く・ほとんどとらない

	標準化した得点
	５１２．８
	４７６．８
	４５５．２
	４４９．７


②脱いだクツをそろえる。挨拶をする。整理整頓する。時間を守る。
→勉強ができるようになるためには、当たり前のことを当たり前にできることが大事です。
　注意力や確認する習慣、時間管理の能力が必要です。
　子供を将来努力できる人間にしたかったらどうしたらいいのか？当たり前のことを当たり前にこなす習慣をつけることが、その下地を作ります。
③中学の通知表も絶対評価になったため、“提出物を期限通りに出す”“きちんとした態度で授業を受ける”など、当たり前のことを当たり前にできることが大切になっています。
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【国語の力を伸ばす】

鉄則その３．子供が自然に本を読むと思ってはいけない。
子供の興味は環境に左右される。
☆国語の力を伸ばす家庭環境の作り方☆
●読書を始める環境作り●
◆まずテレビを消して、ポッカリとした時間をつくることから始まる。
◆大切なのは家族全員で読書を楽しむ時間をつくること。
⇒家族が集まる部屋（リビングなど）に“本棚”を置く
◆小学生でも最初は読み聞かせでいい。
◆図書館・本屋に行き、自分で本を選ばせる⇒図書館・本屋は楽しい場所だと思うことが大切
●家族団らんが表現力を育む●
◆アニメを親子でみて会話する

登場するキャラクターがどんなキャラクターなのかきいてみる、どんな話だったかきいてみる、
特に面白かったところをきいてみる、その理由をきいてみる

【理科･社会の力を伸ばす】
鉄則その４．子供が自然と興味を持つと思ってはいけない。
子供の興味は環境に左右される。

①理科・社会の興味を伸ばす家庭環境の作り方（例）

●歴史マンガが手の届くところにある　→　ヒマなときに何気なく読める

●トイレに日本地図や世界地図が貼ってある　→　毎日見てしまう

●プラネタリウムに行く　→　星や宇宙に興味を持つ

●水族館に行く　→　海の生物に興味を持つ

②両親で、どんなことに興味を持ってもらいたいのか。どうしたら子供の興味を伸ばすことができるのか、考えてください。

【算数の力を伸ばす】
鉄則その５．計算のやり方に頼ってはいけない。公式に頼ってはいけない。
☆数の仕組みを理解しよう☆
①小学校低学年に合っている勉強法は、基礎の徹底反復。

　漢字や計算をしっかり練習しておきましょう。

（脳科学によると、幼児期はきちんとした日本語教育、親の生きる姿勢の刷り込み、
マナーや礼儀を教えるのに適している）
②数の仕組みを理解できている子は、算数が伸びます。

③数で遊んでみましょう。

●車のナバープレートの数字を足したり掛けたり割ったりしてみましょう

●かけ算の暗算にトライしてみましょう。

　小学校3年生でかけ算の暗算を習います。（２３×４、３４×２、１４×５などです。）
⇒さらに１１×１１、１２×１２～１９×１９、　１５×４、１５×６、２５×４、
１２５×４、１２５×８、２５×２４など暗算遊びをやってみましょう。

☆考える力（試行錯誤する力）をつけよう☆
①「みはじ」とか「くもわ」とか公式に頼らない。かみくだいてイメージする力が大切。
②考える力をつけるのに大切な“ゴールデンエイジ１０～12歳”。
　学力がもっとも伸びるのは4年生から6年生。

●学校の教科書だけでは、考える問題は少ししかない！考える時間が足りない！

●考える力をつけるための鍵＝日々考える習慣をつける“考える時間を増やす”
●３０分考え続けることができたら、たいしたもの。


知って得する





やるべきことは：


“テレビ・動画（ゲームも含め）は1日2時間以内、理想的には1時間以内にする”





やるべきことは：


“家庭でのルールを作る。ルールを守れない場合は繰り返し指導する”





やるべきことは：


何気ない環境が大きな違いを生む、興味を伸ばす環境作りをする”





◆数についてよくわかっていない子の特徴◆


　１０は３と（　　）など小１の「いくつといくつ」でつまずく


　くり上がり・くり下がりで手を使っている


　１０倍・１００倍、１０で割るなどが苦手→わざわざ筆算しようとする


　何でも筆算する、たとえば７５＋２５、１３×３、２２×２などでも


　長さ・時間・かさ･重さ・面積などの単位変換が苦手


割合や速さも苦手になってしまう、あるいは公倍数や公約数も苦手になってしまう





　





やるべきことは：


“（小学校高学年で）できる子は小学校の勉強だけで満足しない”








